
 

 

 

心に響く感動の音楽会！あんずホール 10/24 

【学校長講評より】今、私の心の中は、とってもさわやかな、温かい思いで

いっぱいです。みなさんの歌声や演奏の音色で、あふれるばかりの感動をも

らいました。 

 今日の音楽会は、みなさん一人ひとりが主人公であり、自信をもっての発

表でした。運動会が終わり、１０月に入って本格的に練習がスタートして、

それぞれの学年、学級でたくさん練習を重ねて今日を迎えました。皆さん

は、ことばやメロディーから想像される思いを聞いてくださる人たちにし

っかり伝わるように、仲間と、指導してくださる先生たちと、気持ちを一

つにして練習してきました。今日はその成果が十分発揮され、発表する人、

聞く人の心が一つになって、立派な音楽会だったと思います。 

【６年生】小学校最後の音楽会。合奏が終わった時、「早かったな」と感

じ少し、泣いてしまいそうになりました。でも「楽しかった」と思いなが

ら涙はこらえました。他学年の演奏も、おもしろかったり、かわいかった

り、すごかったり、楽しかったです。・・・「HEIWAのかね」が始まって、

最後に「ラー」の所を思い切り歌いました。全校で「さようなら」を歌い

終わり、どん帳が降りた時、「もう終わっちゃったんだ」と思いました。

先生が涙目でする話を、泣くのをこらえながら聞いていました。これで、

またひとつ、小学校の行事が終わりました。本当に楽しい一日でした。 
【金井也寸志先生の講評より】３年間聴かせていただいていますが、小学

生の音楽の力の高さを痛感しています。１年生からあそこまでの高い技術

が習得でき、高い合奏力で演奏できることにとても驚いています。２年生

から６年生まで、この基礎に立ち、ますますレベルが上がっています。こ

のホールでの音楽会というのもすばらしいことです。すてきな音楽会あり

がとうございました。 

学 校 

だより 

庭庭のの桜桜のの  

春春秋秋ごごととにに匂匂ううななりり  

平成 26 年 10 月 31 日 

千曲市立屋代小学校 

№№№111333   



社会科 

消防団員は、自分の仕事もありながらなぜ消防団の仕事をし

ているのかを考えた後、消防団員の冨田さんから直接お話を

聞きました。冨田さんが、「最初はあまり入りたくはなかった

けれど、活動しているうちに周りから頼りにされ、屋代のま 

ちを守りたいという思いで、11 年間も続けることができた。今日まで、屋代

は、１００４日間大きな火事がありません。みんなで、頑張ってきたからです。

みなさんにもできることがあるので、お願いします。大きく 

なったら、みなさんも参加してくれるとうれしい。」と話され 

ました。子どもたちは、「自分たちの地域は、自分たちで守ろ 

う」としている消防団の方の思いを知ることができました。 

伝え合い、学び合う授業：社会科公開授業１０月１７日（金） 

１０月１７日（金）更埴教育課程研究協議会で社会科の授業

を公開しました。４年竹組で飯山めぐみ先生が公開しました。

「地域社会の一員としての自覚を持ち、地域社会に対する誇りと愛情を育て

たい」という願いをもって授業を行いました。（本時では、「火事から守ろう 

屋代まち」という単元の中で、消防団員の活動に注目をして学習をしました。）  

      

  

 

 

 

 

 

 

 

ピカピカになった校舎、きれいに整備された外周り！PTA 作業 

１０月１９日（日）には、

朝早くから PTA 作業をし

ていただきました。校舎内

は床も窓もトイレもピカピ

カになりました。また、校

舎外は、側溝の泥上げ、堆

肥場の整理と移動、木の剪定と枝降ろしでした。大人でなければできない力

のいる作業でした。おかげ様で、校舎の中も外も、整備された環境で子ども

たちは学校生活をおくることができます。ありがとうございました。 

マラソン大会に向けて（全校体育） 

今、全校体育では、持久走に取り組んでいます。

朝の時間、休み時間にも懸命に走っている子どもた

ちの姿が多く見られます。マラソン大会には頑張っ

て走る姿を見におこしください。 



 


